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図 1は、カシミール 3Dを用いて「撮影」した開聞岳の鳥瞰図を国土地理院の 20万分の 1地勢図
































































































































94 早 川 由紀夫・宮 永 忠 幸
たり、独創的なアイデアで新しい教材を開発するなどしてアナログ教材を今後も使い続けるべきで
ある。両者を併用して、バランスの取れた火山学習プログラムを作成するのが望ましい。
教室での授業だけに留まらないで、できれば生徒を野外に連れ出して火山を実際に体験させたい。
野外で授業を実施するにはさまざまな工夫が必要だ。しかし、たくさんの時間と労力をかけて実施
するだけの教育効果が、火山の野外授業にはある。各学校でぜひ実現してほしい。
火山を、またその噴火を、教師が実際に体験したことがあると、その説得力で生徒を圧倒するこ
とができる。生徒の心に響く授業をすることが可能だ。教師に火山体験の機会を与えれば、実効性
のある火山教育がこの国に普及するだろう。
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